
子どもたちの安全・安心のために行っているパトロール活動を通じて得られた情報を発信する学期ごとの通信誌です

－ 保護者の方にお読みいただき、子どもたちへお伝えいただきたい内容です －

2007年7月発行のおやじパトロール通信２号では海岸や河口付近での離岸流による水難事故の防止につ

いてお知らせしましたが、今回はサーフ90藤沢ライフセービングクラブの協力を得て、地震や津波、夏休み

中に気をつけてほしい水難防止についてお知らせ致します。

１．大きな揺れを感じたら

東日本大震災のような大きな揺れ（地震）を感じたら、津波が来ると思い行動をしてください。

テレビや防災無線放送の広報に従って、速やかな行動、避難をしましょう。

２．津波警報がでたら

近くの海底で地震が発生した場合は数分から十数分と短時

間で津波が押し寄せてくる可能性があります。

海岸付近にいる場合は、迷わず早く高い場所、学校、マンショ

ン等の高層階へ避難してください。

藤沢市では鵠沼海岸や片瀬海岸に50箇所ほどの津波一時

避難場所に指定された鉄筋コンクリート３階建以上のマンショ

ンや公共施設があります。海水浴に出掛ける場合は、予め避難

3/11 宮城県名取市を襲う大津波場所をチェックしておきましょう。

また、津波は第１波より第２波、第３波と次第に大きくなる可能性があります。一度波が引いたからといって、

すぐに家に帰らないよう、しばらく様子をみて下さい。

今回の大震災では、「まだ津波が来ないから、コートを取りに家に戻る」，「お金も何も無いから家に戻る」，

「外は寒いから家の二階に居る」等、一度逃げたにもかかわらず戻って津波の被害にあった方が多数いま

す。迷いは禁物です。

３．緊急時の連絡体制

日頃から、緊急時の連絡体制を確認しておくとよいでしょう。

電話等が通じない事が想定されますので、震災時は○○小学校、△△中学校に避難すると決めておけば

いざという時に安心です。

４．海で遊ぶにあたり

海で遊ぶ際、ライフセーバーの言うことはちゃんと聞きましょう。彼らはエリアの事情に詳しいので何処

が危ない、何処で事故が起きている、今日の海洋条件ではここが危ないなど、経験から適切な指示をしま

す。楽しく海で遊ぶためにも指示に従いましょう。また、人の目の届く範囲で遊びましょう。大人も子どもか

ら目を離さないようにしてください。子ども達だけで海に遊びに行くことは大変危険です。

江ノ島の磯場、堤防も注意が必要です。



５．鵠沼西浜海岸について

引地川の河口内は水深が急に深くなり、流れも早いので遊ぶのはゼッタイにやめましょう。

堤防付近は特に深くなっていて、砂も柔らかく吸い込まれるように深みにはまり、事故が多発しています。

引地川の河口では、水難事故が多

数発生しています。

海水浴場にも離岸流がありますの

で、浮き輪などを使用しましょう。

鵠沼海岸の白い杭から江ノ島側が

遊泳地区。辻堂側は遊泳禁止地区。

６．台風が接近して来たら

台風のうねりが到達し、波がある時は引き波が強いので浮具（浮き輪）無しで海に入るのは非常に危険

です。沖に流され波に揉まれて事故につながりますので注意してください。

堤防付近では、予期せぬ高波が来てさらわれますので近づかない事。

７．川にも注意が必要

引地川や境川の護岸に降りて釣りをしたり、繋がれているボートに乗ったりし

て遊ばないでください。

川は水深が深く流れも早い上、満潮時には護岸の上にも水が上がってきます。

また、上流で降った大雨で急に増水する事もあります。

境川下流部（鵠沼・片瀬地区）

８．池に入らないで下さい

はす池や下藤が谷公園の池などに入らないで下さい。見た目は浅いようでも

泥が深く、足が抜けなくなって溺れる可能性があります。

場所によっては大人の胸くらいの水深があります。また素足で池に入って、ケガ

をしたり、細菌感染を起こす可能性もあり大変危険です。

池に入っている子どもを見かけたら注意して下さい。

第二はす池

９．プールで気をつける事

プールサイドは滑りやすいので、けが防止のために走らないで下さい。飛び込みが禁止されているプー

ルでは絶対に飛び込まないで下さい。流れるプールなどの吸水口近くは、吸い込まれる可能性があり危険

ですので、潜ったり立ち止まらないようにして下さい。

以上、子どもたちだけでプールに行くこともあると思われますので、必ず申し伝えて水の事故ゼロで二学

期を迎えましょう。

!!●夏休み中は自転車の事故に注意

毎年、夏休み中に自転車と車の接触事故が発生し、児童が救急搬送されています。

見通しの悪い小さな交差点、スピードが出やすい坂がある交差点、カーブミラーの無い交差点などでは、

いつでも止まれるように減速し、左右の安全を確認してください。走って飛び出したりも大変危険です。

鵠洋おやじパトロール隊のホームページ では、おやじパトロール通信★ http://www.geocities.jp/kfp_koyo/

のバックナンバー（交通安全、防犯対策、気象災害など)もご覧いただけます。

★今年度も新規に13名のお父様が入隊し、パトロールや登校指導、イベント等に参加いただいています。

ホームページの入会案内から入隊申込書がダウンロードできます。提出は担任の先生経由でお願いします。

発行責任者：隊長 武井
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